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研究要旨 

海外で公表されているトランスジェンダーのガイドラインの概要をまとめ、本邦において推奨

される検診の資料を作成した。検診方法としてはマンモグラフィ検診が標準で、性適合ホルモ

ン療法や性適合手術の実施状況を考慮して選択される。理解を助けるための用語とその定義を

合わせた資料を作成した。 

 
  

 
A. 研究目的 
 本研究の目的は乳がん検診受診率改善のた

めに資する方策を検討することである。筆者

の分担は、トランスジェンダーの人々に対し

て適切な乳がん検診についての情報を届ける

ための方策を検討することである。 

 

B. 研究方法 

 2023 年度よりトランスジェンダーの乳がん

検診に他する文献から知見の収集を開始し

た。2024 年度もさらに文献検索を継続し、海

外で公表されているトランスジェンダーの

人々に対する乳がん検診のガイドラインの概

要をまとめた。本邦のシス女性（生下時の性

別、性自認がともに女性）に対して推奨され

る乳がん検診の方法を踏まえて、トランスジ

ェンダーの人々に対する乳がん検診方法につ

いて示した。また乳がん検診を施行する施設

や団体に向けに、トランスジェンダーの定

義、乳がん検診の案内を行ううえで知ってお

くべき事項や用語についてまとめた資料を作

成した。 
（倫理面への配慮：現時点では文献検索のみ

のため倫理面の配慮は記入しなかった） 
 
C. 研究結果 

 トランスジェンダーの人々に対する乳がん

検診の有効性を示す明らかな根拠（エビデン

ス）は存在しない。公表されているガイドラ

インはいずれもトランスジェンダーの人々に

対する健康管理に関する知見と、シス女性に

推奨される検診を踏まえて作成されている。

これらのガイドラインで推奨されているトラ

ンスジェンダーに対する乳がん検診について

表１、２にまとめた。表１はトランス女性

（生下時の性別は男性、性自認は女性）に対

する検診、表２にトランス男性（生下時の性

別は女性、性自認は男性）に対する検診であ

る。トランス女性に対しては、性適合ホルモ

ン療法の施行の有無が、トランス男性に関し

ては乳房全切除術（Mastectomy)や乳房縮小術

（Reduction Surgery)の施行の有無が推奨に

影響する。改訂年が最近のガイドラインでは

遺伝的背景など乳がんの罹患リスクが高くな

る要因にも配慮されている。 

 本邦においてトランスジェンダーに対する

乳がん検診の指針は示されていないが、トラ

ンスジェンダーに対する社会的認知度が高く

なるにつれ検診を希望する方も増えると思わ

れる。表１、２示した諸外国のガイドライン

を踏まえ、本邦のトランスジェンダーに対す

る乳がん検診についての資料をまとめた。こ

の資料に乳がん検診を理解するために必要と

思われる用語の解説を加えた（表３）。 
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表１. トランス女性に対する乳癌検診 

* 高リスク：遺伝的な背景あり、10~30 歳時に胸部放射線歴、第一親等の家族に遺伝的背景あり、生涯罹患リスク 20%以上 

トランス女性に対する乳がん検診 

・性適合ホルモン療法歴 5 年以上の場合：40 歳以上、2 年に一回のマンモグラフィ検診 
・性適合ホルモン療法 5 年未満、なしの場合：乳がん検診は推奨されない 
・乳がん、卵巣がんの家族歴がある場合、若年期に胸部の放射線療法を受けた既往がある場合、BRCA 遺

伝子の病的変異など乳がんの罹患リスクが高い場合は、専門家と相談 
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表 2.トランス男性に対する乳癌検診 

* 高リスク：遺伝的な背景あり、10~30 歳時に胸部放射線歴、第一親等の家族に遺伝的背景あり、生涯罹患リスク 20%以上 

**中リスク：乳癌の既往歴、小葉新生物、異型乳管過形成の既往歴、生涯罹患リスク 15%以上 20%未満 

・両側乳房全切除術を受けている場合：乳がん検診は推奨されない 
・乳房手術なし、乳房縮小術を受けている場合：40 歳以上、2 年に一回のマンモグラフィテストステロン

の投与歴は問わない。 
・乳がん、卵巣がんの家族歴がある場合、若年期に胸部の放射線療法を受けた既往がある場合、BRCA 遺

伝子の病的変異など乳がんの罹患リスクが高い場合は、専門家と相談する。 
・考慮すべき背景：乳房全切除術を受けていても乳腺組織の残存はある。腫瘤など自覚症状があれば医療

機関への受診を推奨。乳房縮小術を受けている場合、マンモグラフィが適さない場合もある。任意型検

診では超音波検査も考慮される。 
 

トランス男性に対する乳がん検診 
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  表 3.トランスジェンダーの健康管理を理解するための用語

＊GID（Transgender and gender diverse individual):トランスジェンダーの人々や、性別が明確に定義されていない（ノンバイナリー non-binary)、
またはその定義に当てはまらない人々を指す言葉。より広範なジェンダー多様性を表現する際に使われる。近年は倫理的配慮が求められる場面ではトラ

ンスジェンダーよりこちらのほうが好まれる傾向にある。
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D 考察 

 トランスジェンダーに対する乳がん検診に

ついて、文献検索等に基づき、各国のトラン

スジェンダーに対するがん検診について対応

状況をとりまとめた。 

 今回の資料では性適合ホルモン療法、性適

合手術の施行状況を考慮した検診方法につい

てまとめた。本邦における乳がん検診には、

自治体が行う対策型検診である住民検診と、

主に健保組合が行う職域検診、自費で行う人

間ドックなどの任意型検診があるが、トラン

スジェンダーの人々に対する検診をそれぞれ

の枠組みでどのように実行するかも考えてお

く必要がある。 

 

 
E. 結論 

 海外で公表されているトランスジェンダー

のガイドラインの概要をまとめた。本邦にお

いても、トランスジェンダーの方のがん検診

について検討が必要と示唆する。 
 

F. 研究発表 
なし 
 
2.学会発表 
なし 
 

G．知的財産権の出願、登録状況 

なし 

1. 特許取得 なし 

2. 実用新案登録 なし 

 

3. その他 なし 
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